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3. 発生時期･発生量（平年比）の予察根拠 
作

物

名 
病 害 虫 名  発生時期 

平年比 
発生量

平年比
予 察 根 拠  

イ

ネ 穂いもち － やや少

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は、平年より気温は高くなく、曇りや雨の日が多い予想 （＋） 
2）巡回調査圃場（7月第 2週）では、葉いもちの発病圃場率は 18.2%（平年 54.3％）、上位葉進展株率は 0.1％（5
年平均 5.4%）と少 （－） 

3）ブラスタムでは、感染好適日が 7月 13日～14日、22日にほぼ県全域で出現 （＋） 
4）一般圃場では、葉いもちの発生は少～平年並（概して少） （－） 

考察： 感染源となる葉いもちがや少ないことを考慮して、予想発生量はやや少と考えます。 

 紋枯病 － 平年並

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は、平年より気温は高くなく(－)、曇りや雨の日が多い(+)予想 （±） 
2）巡回調査圃場（7月第 2週）では、発病圃場率は 9.1％（平年 12.6%）でやや少、発病株率は 1.9%（平年 14.9%）
で少 （－） 

3）一般圃場では、発生は少～平年並（概してやや少） （－） 
4）農業研究部作物研究課の圃場では、水稲の茎数はやや多 （＋） 

考察： 今後の発病を妨げる要因が特にないので、予想発生量は平年並と考えます。 

 白葉枯病 － 少 

要因 
1）台風 4号の風雨による感染の可能性 （＋） 
2）巡回調査圃場（7月第 2週）では、発病圃場率は 0％（平年 1.2％）と少 （－） 
3）一般圃場での発生は無～平年並（概して無） （－） 

考察： 台風 4号の風雨による感染はそれほど多くないと思われ、予想発生量は少と考えます。 

 斑点米カメムシ類 － 平年並

要因 
1）7月第 2週の巡回調査のすくいとりで、発生箇所率は 23.0%（平年 31.0％）と少、畦畔における平均虫数は 7.5
頭(平年 5.7頭)と多 （±） 

2）一般圃場では、発生は少～やや多（概して平年並） （±） 
考察： 目立った増減の要因がないので、予想発生量は平年並と考えます。 

 イネクロカメムシ － やや多

要因 
1）県予察灯（畑・松阪市）では、7月第 2半旬までの虫数は 289頭（平年 135頭）と多 （＋） 
2）巡回調査圃場（7月第 2週）では、発生圃場率は 4.5％（平年 2.9％）と多、25株当平均虫数は 5.0頭（5年平
均 6.1頭）と平年並 （＋） 

3）一般圃場では、発生は無～多（概して平年並） （±） 
考察： 巡回調査の結果を重視して、予想発生量はやや多と考えます。 
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作

物

名 
病 害 虫 名  発生時期 

平年比 
発生量

平年比
予 察 根 拠  

イ

ネ 
 
ツマグロヨコバイ

－ やや多

要因 
1）巡回調査圃場（7月第 2週）では、払い落とし法による発生圃場率は 43.5％（平年 31.5％）と多、平均成虫数
は 3.4頭（平年 4.1頭）と少、平均幼虫数は 19.1頭（平年 9.2頭）と多 （＋） 

2）一般圃場での発生は、少～やや多（概して平年並）でした。 （±） 
考察： 発生圃場率が高いことを重視して、予想発生量はやや多と考えます。 

 セジロウンカ － 

（県南部）

多 
 

（その他）

平年並

要因 
1）予察灯（7月第 2半旬まで）では、誘殺数が県南部の御浜町で 9頭（平年 38.2頭）、紀北町で 2頭（平年 52.8
頭）、伊賀市で 7頭（平年 0.7頭）、松阪市（水田）で 0頭（平年 8.7）と少 （－） 

2）巡回調査圃場（7月第 2週）では、県南部の紀州、志摩地区では発生圃場率・虫数はそれぞれ 60%・7.3頭、 41.7%・ 
5.0頭と多 （＋） 

3）巡回調査圃場（7 月第 2 週）では、県内全体の発生圃場率は 12.2％（平年 18.4％）とやや少、平均虫数は 4.4
頭（平年 4.7頭）と平年並 （±） 

4）九州各県では、7月上旬に飛来の兆候 （＋） 
5）リアルタイムウンカ飛来予測（NARC等調査）では、7月 2～5日、7日、11日、15日に本県へのウンカ類の
飛来を予測 （＋） 

6）一般圃場では、発生は無～やや多（概して平年並）（±） 
考察： 7月上旬における局地的な多飛来の可能性を考慮して、県南部の予想発生量はやや多、その他地域は平年並と
考えます。 

 トビイロウンカ － 平年並

要因 
1）予察灯（7月第 2半旬まで）では、誘殺数は、松阪市で 0頭（平年 0.3頭）、御浜町で 0頭（平年 1.2頭）、紀
北町で 0頭（平年 0頭）、伊賀市で 0頭（平年 0.1頭）と平年並 （±） 

2）巡回調査圃場（7月第 2週）では、発生圃場率は 0％（平年 0.1％）、平均虫数は 0頭（平年 0.7頭）と平年並
（±） 

3）一般圃場では、発生は無～やや多（概して平年並） （±） 
4）リアルタイムウンカ飛来予測（NARC等調査）では、7月 2～5日、7日、11日、15日に本県へのウンカ類の
飛来を予測 （＋） 

5）九州各県では、7月上旬に飛来の兆候 （＋） 
考察： 特に多飛来の兆候もないので、予想発生量は平年並と考えられます。 
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作

物

名 
病 害 虫 名  発生時期 

平年比 
発生量

平年比
予 察 根 拠  

ダ

イ

ズ 
紫斑病 － 少 

要因 
1）昨年の発生は少 （－） 
2）一般圃場（四日市・鈴鹿）では、発生は無 （－） 

考察： 特に増加する要因も見られないので、予想発生量は少と考えます。 

 コガネムシ類 － 少 

要因 
1）県予察灯（畑・松阪市：7月 1～10日）では、誘殺数はドウガネブイブイ 207頭（平年 343頭）、ヒメコガネ

52頭（平年 143頭）と少 （－） 
2） 県予察圃フェロモントラップ（松阪市：6月～7月中旬）では、誘殺数はマメコガネ 202頭（平年 325頭）、
ヒメコガネ 16頭（平年 68頭）、ドウガネブイブイ 19頭（平年 59.9頭）と平年より少 （－） 

3）一般圃場（四日市・鈴鹿）では、発生は無 （－） 
考察： フェロモントラップの結果を重視して、予想発生量は少と考えます。 

 ハスモンヨトウ － 平年並

要因 
1）県予察圃フェロモントラップ（松阪市：7月第 3半旬まで）では、誘殺数は 287頭（平年 285頭）と平年並（±） 

考察： 特に増減する要因も見られないので、予想発生量は平年並と考えます。 

 吸実性カメムシ類 － やや多

要因 
1）県予察灯（畑・松阪市：7月第 1半旬～第 2半旬）では、誘殺数はイチモンジカメムシ 3頭（平年 7.3頭）と少、
クサギカメムシ 0頭（平年 15頭）と少、アオクサカメムシ 141頭（平年 7.2頭）と多 （＋） 

考察： 現状はやや多と思われますが、今後特に増加する要因もないので、予想発生量はやや多と考えます。 

カ

ン

キ

ツ 

黒点病 － 平年並

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は平年より曇りや雨の日が多い予想 （＋） 
2）県予察圃（7月中旬）では、果実における発病度 40.7（平年 22.0）とやや多 （＋） 
3）巡回調査圃場（7月第 2週）では、果実発病度は 1.8（平年 0.2）とやや多 （＋） 
4）一般圃場では、発生量は少～平年並（概して少） （－） 

考察： 一般圃場の発生量と気象要因を重視して、予想発生量は平年並と考えます。 
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作

物

名 
病 害 虫 名  発生時期 

平年比 
発生量

平年比
予 察 根 拠  

カ

ン

キ

ツ 

かいよう病 － 

(温州) 
少 
 

(中晩柑)
平年並

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は平年より曇りや雨の日が多い予想 （＋） 
2）県予察圃（新甘夏、7月中旬）では、発病果率 18.3％（平年 35.0％）とやや少 （－） 
3）巡回調査圃場（7月第 2週）では、春葉では中晩柑類で発病葉率 0.23％(±)、果実では中晩柑類、温州とも発病
未確認（平年発病果率 0.2％)(－) （±） 

4）一般圃場では、発生量は少～平年並（概して少） （－） 
考察： 気象条件を勘案して、予想発生量は温州みかんで少、中晩柑類で平年並と考えます。 

 ミカンハダニ － やや少

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は、平年より気温は高くなく(＋)、曇りや雨の日が多い予想(－) （±） 
2）県予察圃（7 月中旬）では、100 葉当寄生虫数は、無防除区で 0 頭（平年 19.0頭）、防除区で 0 頭（平年 3.3
頭）と少 （－） 

3）巡回調査圃場（7 月第 2 週）では、平均寄生葉率は 3.8％（平年 10.4％）、1 葉当平均寄生虫数は 0.10 頭（平
年 0.40頭）と少 （－） 

4）一般圃場では、発生量はやや少～平年並（概してやや少） （－） 
考察： 大きな増減の要因はないので、一般圃場での発生状況を重視して、予想発生量はやや少と考えます。 

 
チャノキイロアザ

ミウマ － 平年並

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は平年より曇りや雨の日が多い予想 （－） 
2）県予察圃（7月上旬）では、粘着トラップへの誘殺は 6.33頭（平年 2.57）とやや多 （＋） 
3）巡回調査圃場（7月第 2週）では、被害果は未確認（平年 1.5％） （－） 
4）一般圃場では、発生量は少～やや多（概して平年並）で、県南部で多い傾向 （±） 

考察： 一般圃場での発生状況を重視して、予想発生量は平年並と考えます。 
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作

物

名 
病 害 虫 名  発生時期 

平年比 
発生量

平年比
予 察 根 拠  

果

樹

共

通 

カメムシ類 － 少 

要因 
1）予察灯（御浜町カンキツ園地内：7月 1日～10日）では、誘殺数はチャバネアオカメムシ 1,890頭（平年 352
頭）と多、ツヤアオカメムシ 4頭（平年 8頭）と平年並 （＋） 

2）予察灯（畑・松阪市：4月 1日～7月 15日）では、誘殺数はチャバネアオカメムシ 92頭（平年 619頭）と少、
ツヤアオカメムシ 85頭（平年 132頭）とやや少 （－） 

3）フェロモントラップ（4月 1日～7月 16日）では、チャバネアオカメムシ誘殺数は、山地（津市白山町川口）
で 850頭（平年 1,551頭）、中間地（津市白山町二本木） で 1,031頭（平年 1,816頭）、平坦地（松阪市嬉野
川北町） で 21頭（平年 482頭）とやや少 （－） 

4）巡回調査圃場（7月第 2週）では、果樹園地への飛来は未確認（ナシ、カキ園たたき落とし数平年値 0.0頭） （±） 
5）一般圃場では、園地への飛来数は少 （－） 

考察： 中北部における発生量は少なく、県南部においてもカンキツ園への飛来は当面増加するとは考えにくいので、

予想発生量は少と考えます。 

チ

ャ 炭疽病 － 平年並

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は平年より曇りや雨の日が多い予想 （＋） 
2）県予察圃（6月下旬）では、2番茶での発生は未確認（平年 3.1枚/㎡） （－） 
3）巡回調査圃場（7月第 2週）では、1㎡当たり発病葉数 1.2（平年 2.7）とやや少 （－） 
4）一般圃場では、発生量は平年並～やや多（概して平年並） （±） 

考察： 大きな増減の要因はないので、予想発生量は平年並と考えます。 

 カンザワハダニ － 平年並

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は、平年より気温は高くなく(＋)、曇りや雨の日が多い予想(－) （±） 
2）県予察圃（7月上旬）では、寄生葉率は 0％（平年 5.0％）、1葉当寄生虫数は 0頭（平年 0.17頭）で少 （－） 
3）巡回調査圃場（7 月第 2 週）では、平均寄生葉率は 0.4％（平年 2.3％）、平均寄生虫数は 0.01 頭（平年 0.05
頭）と少 （－） 

4）一般圃場では、発生量は平年並 （±） 
考察： 一般圃場での発生状況を重視して、予想発生量は平年並と考えます。 

 
チャノミドリヒメ

ヨコバイ － やや多

要因 
1）県予察圃吸引粘着トラップ（4月第 1半旬～7月第 3半旬）では、誘殺数は 22頭（平年 47頭）とやや少 （－） 
2）巡回調査圃場（7月第 2週）では、平均寄生虫数は 3.1頭（平年 2.3頭）と多 （＋） 
3）一般圃場では、発生量は平年並～やや多（概してやや多） （＋） 

考察： 一般圃場での発生状況を重視して、予想発生量はやや多と考えます。 
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作

物

名 
病 害 虫 名  発生時期 

平年比 
発生量

平年比
予 察 根 拠  

チ

ャ 
チャノキイロアザ

ミウマ － 平年並

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は平年に比べて曇りや雨の日が多い予想 （－） 
2）県予察圃吸引粘着トラップ（4月第 1半旬～7月第 3半旬）では、誘殺数は 12,520頭（平年 13,870頭）と平年
並 （±） 

3）巡回調査圃場（7月第 2週）では、平均寄生虫数は 18.6頭（平年 28.0頭）と少 （－） 
4）一般圃場では、発生量は平年並～やや多（概して平年並） （±） 

考察： 大きな増減の要因はないので、予想発生量は平年並と考えます。 

 
チャノコカクモン

ハマキ 平年並 平年並

要因 
1）県予察圃フェロモントラップでは、発生消長は平年とほぼ同調しており、第 2世代の終息時期は平年並 （±） 
2）県予察圃フェロモントラップ（4月第 1半旬～7月第 3半旬）では、誘殺数は 828頭（平年 826頭）と平年並 
（±） 

3）巡回調査圃場（7月第 2週）では、1㎡当巻葉数は 0（平年 0.6）と少 （－） 
4）一般圃場では、発生量は平年並 （±） 

考察： フェロモントラップでの誘殺状況から第 3 世代幼虫の予想発生時期は平年並、一般圃場の発生状況を重視し
て予想発生量は平年並と考えます。 

イ

チ

ゴ 
炭疽病 － やや少

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は、平年より気温は高くなく(±)、平年と比べ曇りや雨の日が多い

(＋)予想 （＋） 
2）巡回調査圃場（7月第 2週）では、発病株率 0％（平年 0.2％）と少 （－） 
3）一般圃場では、発生は少～平年並（概してやや少） （－） 

考察： 急増する要因はないので、予想発生量はやや少と考えます。 

ツ

ツ

ジ

類 

褐斑病 － やや少

要因 
1）1か月予報（7月 20日発表）によると、前半は平年より曇りや雨の日が多い予想 （＋） 
2）巡回調査圃場（7月第 2週）では、新梢発病葉率 0％（平年 0.2％）と少 （－） 
3）一般圃場では、発生量は少 （－） 

考察： 今後の増加を勘案しても、予想発生量はやや少と考えます。 

 ツツジグンバイ － 少 

要因 
1）巡回調査圃場（7 月第 2 週）では、ヒラドツツジにおける成虫 0.1 頭・幼虫 0 頭（平年値：成虫 1.8 頭・幼虫

0.6頭）、サツキにおける成虫 0頭、幼虫 0頭（平年値：成虫 1.2頭・幼虫 0.6頭）と少 （－） 
2）一般圃場では、発生量は少 （－） 

考察： 特に大きな増加要因がないので、予想発生量は少と考えます。 
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4. 予察項目の見方 
 1）「作物別の状況」の見方  
 発生時期（平年比）: 平年の発生月日からの差を「早、やや早、平年並、や

や遅、遅」の 5 段階評価で予測します｡ただし､発生時期が毎年大きく変化する

病害虫では､日数の基準が下記より大きくなります｡発生時期を予察する意義の

小さい病害虫では予察しません。 
日

数  -6 -5 -4 -3 -2 -1 
平年 
発生日

1 2 3 4 5 6  

評

価  早  やや早 平年並 やや遅  遅 

 
 発生量（平年比）： 発生密度の平年値からの差を「少、やや少、平年並、や

や多，多」の 5 段階評価で予測します｡平年値との比較なので､平年値が小さけ

れば､｢多｣になっても見かけの密度は多くないことがあります｡毎年多発生して

いる場合は｢平年並｣や｢やや少｣でも見かけ上は多いと感じることがあります｡ 
                平年値 
  
度

数 
10% 20% 20% 20% 20% 10% 

評

価   少 やや少 平年並 やや多  多 

 
  発生量（程度）： 発生程度を｢小､中､大､甚｣の 4段階評価で予測します｡評価

の基準値は病害虫毎に異なりますが､大雑把には､｢見た目の多さ･少なさ｣です｡

甚になるほど見た目は多くなり､小になるほど見た目は少なくなります｡｢発生

量（平年比）｣と比べることによって､｢平年並に発生程度が小さい｣｢発生程度は

大きいが平年並の発生量である｣｢平年より多いが､発生程度は小さい｣｢平年よ

りやや少ないが､依然として発生程度は中くらいである｣等のように判断してく

ださい｡ 

小 中 大 甚 

 
 要防除圃場率（平年比）： 防除の必要性の目安を｢低､普通､高｣の 3段階評価

で予測します｡｢普通｣であれば､県下の大半の圃場では防除暦に沿った通常の防

除をしていればいいと予想されます｡｢高｣であれば､防除時期の見直しや追加防

除などが必要な圃場の割合が相当増加すると予想されます｡｢低｣であれば､防除

回数を減らせるか防除しなくても済むような圃場の割合が相当増加すると予想

されます｡                                                                         

低 普通 高 

 
 発生消長の一例： 発生予報は向こう 1か月の予報ですが､その前後を合わせ

て 40 日ほどの病害虫の発生消長の一例をグラフで示します｡大まかな目安とし

て利用してください｡ 

 
 防除の注意事項： 向こう 1か月の病害虫の特性と防除に関する説明です｡ 

 

 2）「発生時期・発生量（平年日）の予察根拠」の見方 
  ( ± )：平年並の要因 
  (＋)：発生量増加または発生時期遅延の要因 
  (－)：発生量減少または発生時期早期化の要因 
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7. おしらせ（前回と異なる項目には NEWの印があります） 

 

1）利用方法 
 この病害虫発生予報は､定期的（4～8、10、3月各月の下旬）に発表されます｡

この予報の他､不定期に警報､注意報､特殊報､技術情報も発表されます｡ 

 これらの資料は全部または一部をコピーして再配布しても構いませんが、必

ず｢三重県病害虫防除所｣の文字が入るようにしてください｡ 

 病害虫防除所ホームページには､これらの情報のほか､各種のグラフや写真も

載っています｡下記のアドレスからお入りください。 

http://www mate.pref.mie.jp/bojyosyo/ 

 
2）メール通知サービス 

 予報､警報､注意報､特殊報､技術情報が発表されたときに､ホームページに掲

載されたという｢掲載通知｣を電子メールでお知らせするサービスを行っていま

す｡この通知を希望される方は、病害虫防除所ホームページの要領にしたがって

お申し込みください｡下記のアドレスからお入りください。 

http://www mate.pref.mie.jp/bojyosyo/byotyumail.htm 

 

3）農薬登録状況の最新情報 

 農薬の販売や使用に当たっては､農薬登録上の制限があります｡農薬の使用時

はラベルをよく読んでください｡最新の農薬登録状況を確認するには､次のイン

ターネットサイトで調べるのが便利です（下記のアドレスに変更されていま

す）｡ 

   独立行政法人農林水産消費安全技術センターの｢農薬登録情報｣ 

http://www.acis.famic.go.jp/searchF/vtllm000.html 

 

4）NEW 三重県病害虫防除の手引き 

「三重県病害虫防除の手引き」の最新の冊子版（平成 19年 3月 12日現在）

を病害虫防除所ホームページに掲載しています。下記のアドレスからお入りく

ださい。 

http://www mate.pref mie.jp/bojyosyo/nouyaku/tebiki/20070312/070312tebik htm 

 
5）本冊子の利用の手引き書 

 本冊子の利用の便宜を図るため「平成 19年度病害虫発生予報利用の手引き」

を作成しました。下記のアドレスからお入りください。 

http://www mate.pref.mie.jp/bojyosyo/yoho/h19yohotebiki .pdf 

 

 


